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健康推進課　 （２５）８０７８　 （２５）５６７８
kenko@city.takashima.lg.jp

　
高
島
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

40
～
74
歳
の
方
で
、
今
年
度
特
定
健
診
の
受
診

が
ま
だ
の
方
へ
、
11
月
下
旬
に
特
定
健
診
受
診

券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
「
特
定
健
診
」
通
称
「
メ
タ
ボ
健
診
」
は
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
深
刻
な
生
活
習
慣
病
の

前
触
れ
で
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。
病
気
の
芽
を
早

い
段
階
で
発
見
し
て
摘
み
取
り（
病
気
の
発
症・

重
症
化
の
予
防
）、
生
活
習
慣
改
善
に
つ
な
ぐ

た
め
の
大
切
な
健
診
で
す
。
健
診
の
チ
ャ
ン
ス

は
１
年
に
１
度
で
す
。
今
年
も
こ
の
機
会
を
逃

さ
ず
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
の
受
診
は
１
月
31
日
ま
で

が
受
診
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
内
の
委
託
医
療
機
関
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

高島市国民健康保険に
加入されている 40～ 74歳の方へ

１月末まで

食の健康教室
参加者募集 !!

３月は子育て中の男性を対象とした、家族
の健康を考えた調理実習です。託児も行っ
ていますので、教室に専念していただけま
す。初めての方もぜひご参加ください。

　子どもにとって、おやつは４番目の食事
です。一緒におやつのことを考えてみま
しょう。

▼   日時　２月22日（月）10 時～ 13 時
▼   場所　安曇川公民館

▼   内容　子どもと一緒に食べたいおやつ作り

▼   対象　子育て中の保護者、妊婦等

▼   日時　３月13日（日）10 時～ 13 時

▼   場所　安曇川公民館

▼   内容　男性限定！　クッキング

▼   対象　子育て中の保護者（男性限定）

▼   定員　20 人（定員になり次第締め切ります。）

▼   持ち物　エプロン、三角巾、１人２００円（材料負担金）

▼   申込方法　電話、ファックス、メール
　　　　　　 名前、連絡先、住所をお書きください。
※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。

１月末

受診期限
迫る！

太
っ
て
な
い
か
ら
メ
タ
ボ
健
診
を

受
け
て
も
意
味
が
な
い
の
で
は
？

→　

太
っ
て
な
く
て
も
、「
血
圧
が
高

い
」「
血
糖
が
高
い
」「
脂
質
異
常
が

あ
る
」
な
ど
各
検
査
の
結
果
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
有
無
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。「
年
に
１
度
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
と
し
て
、
特
定
健

診
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ1
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
な
ど
）
通
院
中
な
の

で
健
診
を
受
け
な
く
て
よ
い
？

→　
治
療
中
の
人
も
対
象
で
す
。
健
診

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
か
、「
治
療

中
患
者
情
報
提
供
」
に
つ
い
て
主
治

医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ2 特
定
健
診 　

   

＆
Ｑ

Ａ

※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。

３月は子育て中の男性を対象とした、家族
の健康を考えた調理実習です。託児も行っ
ていますので、教室に専念していただけま
す。初めての方もぜひご参加ください。

10 時～ 13 時

※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。

３月は子育て中の男性を対象とした、家族
の健康を考えた調理実習です。託児も行っ
ていますので、教室に専念していただけま

※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。
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☆消費生活相談は【 消費者ホットライン  ☎１
い

８
や

８
や

 】へ
音声ガイダンスが流れ郵便番号を入力すると、最寄りの相談窓口につ
ながります。つながった時点から通話料金がかかります。

市
民
協
働
課
　
（
２
５
）
８
５
２
６

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、

家
庭
の
中
の
問
題
・
個
人
の
問
題
と
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
暴
力
は
ど
ん

な
場
合
で
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
が
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
の

は
、
決
し
て
あ
な
た
が
悪
い
か
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
23
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
約
４
人
に
１
人
が
配
偶
者
か
ら

被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
よ
う
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

は
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□ 

殴
ら
れ
る
、
蹴
ら
れ
る
、
物
を
投

    

げ
つ
け
ら
れ
る

□ 

避
妊
に
協
力
し
て
も
ら
え
な
い

□ 

生
活
費
を
渡
さ
な
い

□ 

大
声
で
怒
鳴
ら
れ
る
、
無
視
さ
れ
る

こ
れ
ら
は
、
Ｄ
Ｖ
の
一
例
で
す
。

　
も
し
、つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
元
夫
（
妻
）
や
恋
人
か
ら
の
暴

力
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

○
女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
室

　
※
予
約
制
対
面
相
談

　
予
約
電
話
（
２
２
）
４
０
５
２

　
日
時　
月
４
回
（
水
・
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分　

　
場
所　
働
く
女
性
の
家
等

　
（
詳
し
く
は
、
32
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
　
☎
（
２
５
）
８
５
１
７

《
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
》

○
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
７
７
（
５
６
４
）
７
８
６
７

○
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

緊
急
の
場
合
は
、

　
　
警
察
（
１
１
０
番
）
へ
!!

こ
れ
ら
は
、
Ｄ
Ｖ
の
一
例
で
す
。

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
・
・
・

生
活
相
談
課 

　
（
２
５
）
８
１
２
５

事 例 低
温
や
け
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

❶ 

就
寝
時
に
使
用
し
て
い
た
湯
た

ん
ぽ
で
、
右
足
に
水
泡
が
で
き

た
。

❷ 

腰
に
カ
イ
ロ
を
貼
り
、
電
気
毛

布
を
つ
け
た
ま
ま
就
寝
し
た
。
翌

日
起
き
る
と
腰
に
痛
が
ゆ
さ
が

あ
っ
た
。

❸ 

こ
た
つ
で
就
寝
し
朝
起
き
る
と
、

足
指
か
ら
出
血
し
て
お
り
熱
傷

に
気
づ
い
た
。

●低温やけどとは？
　体温よりやや高めのものが、皮膚の
同じ場所に長時間接触し続けることで
起きます。それほど熱いと感じない
ままやけどになってしまうものです。
44℃で３～４時間、46℃では 30 分
～１時間、50℃では２～３分で皮膚
が損傷を受けると言われています。

○
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
長
時
間
同
じ
場
所
を
温
め
な

い
こ
と
で
す
。

○
暖
房
器
具
や
湯
た
ん
ぽ
、カ
イ
ロ
等
を
使
用
す
る
場
合
に
は「
製

品
の
使
用
上
の
注
意
」
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

○
布
団
が
暖
ま
っ
た
ら
湯
た
ん
ぽ
や
あ
ん
か
は
布
団
か
ら
出
し
ま

し
ょ
う
。

○
就
寝
時
に
カ
イ
ロ
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
毛
布
等
は
高
温
で
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
低
温
や
け
ど
は
水
で
冷
や
し
て
も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
た

目
よ
り
重
症
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
痛
み
や
違
和
感
が

あ
る
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
と
対
処
法


